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○ 自己点検・評価結果（点検・評価シート） 

 

大 和 市 学 校 教 育 基 本 計 画 

 

 

 

  

          
  １ 個性や可能性を伸ばす教育を進めます。 

２ キャリア教育を推進します。 

３ 学校教育相談の充実を図ります。 

４ 特別支援教育を推進します。 

 

１ 個性や可能性を伸ばす教育を進めます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞               ※【】内前年度 
(1) 朝鮮人学校保護者会支援事業 

・大和市在住朝鮮人学校在学児童生徒保護者会に対して補助金を交付しました。 
 対象児童生徒数：２６人 

  (2) 奨学基金管理事務 

   ・奨学金給付事業のため基金を適正に管理・執行しました。 
(3)  奨学金給付事業 

奨学生に奨学金（月額７千円）を給付しました。 
＜奨学生決定件数＞ 
 ・平成１９年度  ２５件 
 ・平成１８年度  ２２件 
 ・平成１７年度  ２２件 
 ・平成１６年度   ３件 
＜決算額の内訳＞ 
 ・奨学生給付金  ６，０４８千円 
 ・事務費         ９千円 
(4) 小学校就学援助事業 

受給申請書を審査し、認定者に給食費等を援助しました。 
＜学用品費等経費＞   
 ・給食費          ３，２３５人【３，４２６人】   
 ・学用品費         ３，２７３人【３，４４４人】 
 ・新入学学用品費        ４８３人【  ５４２人】 
 ・修学旅行費          ５３９人【  ５０３人】 

基本目標１ 夢に向かって輝く子ども 

点検・評価の対象となる重点施策の一覧 
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 ・宿泊を伴う校外活動費     ４９６人【  ５４１人】 
＜医療費等経費＞   
 ・医療費         １，０２７人【１，０８７人】 
 ・めがね購入費（検眼料含む） ４０７人【  ４１２人】 
＜決算額の内訳＞   
 ・学用品費等経費  １９３，８６４千円 
 ・医療費等経費     ８，８７７千円  ・事務費  ５８８千円 
(5) 中学校就学援助事業 

受給申請書を審査し、認定者に給食費等を援助しました。 
＜学用品費等経費＞ 
 ・給食費      １，３８５人【１，３８３人】 
 ・学用品費     １，４１７人【１，３８７人】 
 ・新入学生徒学用品費  ４５６人【  ４５５人】  
 ・修学旅行費      ４５５人【  ４２１人】 
 ・宿泊を伴う校外活動費 ４３３人【  ４４６人】 
 ・通学費   ５１人【 ４７人】 ・体育実技用費  ２６人【 ２８人】 
＜医療費等経費＞ 
 ・医療費  １３８人【１５０人】  
・めがね購入費（検眼料含む）４２０人【４０９人】 
＜決算額の内訳＞  
 ・学用品費等経費  １３２，９１９千円 
 ・医療費等経費     ４，９５０千円  ・事務費    ２６1千円 

  (6) 外国人児童生徒教育推進事業 

小中学校に日本語指導員及び外国人児童生徒教育相談員を派遣しました。 
＜指導員及び相談員人数＞ 

         ・日本語指導員：６人         派遣校 １８校【１８校】 
 ・外国人児童生徒教育相談員：１９人  派遣校 ２０校【１９校】 

         ※７カ国語［スペイン語 ラオス語 カンボジア語 ベトナム語  
               ポルトガル語 中国語 ハングル語］  

「楽しい学校」改訂版編集委員を選定し、学習会や構成作業を行いました。 
       ＜決算額の内訳＞ 
         ・外国人児童生徒教育相談員報酬   ３，７５３千円 
         ・日本語指導員講師謝礼       ２，４９０千円 
         ・その他              ２，９８７千円 
    (7) 小学校行事等支援事業 

・野外キャンプを実施した全小学校へ、補助金を交付しました。 
・芸術鑑賞学習などの文化的行事を行った全小学校へ、補助金を交付しました。 

＜決算額の内訳＞ 
     ・文化的行事助成事業補助金  ２，８５０千円 
     ・健康増進特別事業補助金   １，０６４千円 

(8) 中学校行事等支援事業 

・野外キャンプを実施した全中学校へ、補助金を交付しました。 
・芸術鑑賞学習などの文化的行事を行った全中学校へ、補助金を交付しました。 
・神奈川県公立中学校文化連盟大和支部芸術祭実行委員会へ、補助金を交付しました。 
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＜決算額の内訳＞ 
 ・文化的行事助成事業補助金         ２，０７０千円 
 ・健康増進特別事業補助金          １，０１７千円 
 ・県公立中学校文化連盟大和支部芸術祭補助金   ４９８千円 

   (9) 中学校部活動支援事業 
・部活動振興のため、全中学校へ補助金を交付しました。 
・各中学校が専門知識や技能を有する指導者に部員の指導を依頼し、実施にあたった

外部指導者への謝礼金を援助しました。 
・全国大会等への出場にあたって旅費を援助しました。 
・運動部の大会を支援するため、中学校体育連盟へ補助金を交付しました。 
＜決算額の内訳＞ 

    ・中学校部活動補助金        ５，５００千円 
    ・部活動指導者謝礼         ４，１５８千円 
    ・部活動関東全国大会派遣費負担金  ２，０５８千円 
    ・中学校体育連盟補助金       １，２５７千円 
(10) 小学校院内学級運営事業 

    ・大和市立病院に入院した児童を大和小学校へ転入させ、病院内で教員による教育を

行いました。 
・病院内での教育活動に必要な備品を整備しました。 

＜決算額の内訳＞ 
 ・院内学級用教材備品    ３７千円 

(11) 中学校院内学級運営事業 

   ・大和市立病院に入院した生徒を大和中学校へ転入させ、病院内で教員による教育を

行いました。 
・病院内での教育活動に必要な備品を整備しました。 

＜決算額の内訳＞ 
 ・院内学級用教材備品    ４２千円 

(12) 小学校児童活動等運営事業 

  児童の病気・けがの見舞や、保護者・地域等との連携を推進するための学校交際費と児
童の各種行事への参加派遣費を配分しました。 
(13) 中学校生徒活動等運営事業 

  生徒の病気・けがの見舞や、保護者・地域等との連携を推進するための学校交際費を配分
しました。各種行事参加生徒の派遣用（交通費）を補助しました。  

(14) 私立幼稚園運営支援事業 
  ・私立幼稚園設置者及び大和私立幼稚園協会に対して補助金を交付しました。 

    研修実施幼稚園数：１７園 

(15) 私立幼稚園障害児就園支援事業 

   心身に障害のある幼児との統合保育を行う私立幼稚園設置者に補助金を交付しました。 

＜事業内容＞ 

 ・対象園児数            ４７人【   ４２人】 

 ・園児１人あたり給付月額  ９,０００円【９,０００円】 

＜決算額の内訳＞ 

  ・幼稚園障害児教育費補助金  ５，０７６千円 

  (16) 私立幼稚園就園支援事業 
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  市内在住の幼稚園児の保護者に保育料等の減免措置を行った私立幼稚園設置者 

に対して、園児数・市民税額に応じた補助金を交付しました。 

＜事業内容＞ 

・ 世帯の住民税額に応じ、補助金を１～６ランクに区分し、支給しました。 

    対象幼稚園数  市内１７園【市内１７園】 

           市外５１園【市外４６園】 

   市内在住園児（満３歳・３～５歳児） ４，０２７人【３，９５９人】 

＜決算額の内訳＞ 

  ・幼稚園就園奨励費補助金  ２１８，７７３千円 

  ・事務費              ３１７千円 

  (17) 神奈川県私立幼稚園教育研究支援事業 

  ・補助金交付はありませんでした。 
   

 
 
 
 
・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
 保護者の経済的な負担の軽減を図ることにより、等しくその能力に応じた教育を受 
けることができました。 

   外国人の児童生徒が小中学校で円滑に学習・生活できるように、日本語指導員を各 
  学校に派遣しています。このことにより本人に対する学習支援や保護者の学校生活に 

対する理解が進んでいます。  
 ② 未達成の点   
   就学の援助については、学校教育法に基づくもので、未達成の点はありませんが、 

外国人児童生徒のための講師派遣や指導員の派遣数については、学校との調整の中で、

目標を下回っています。 
・ 課 題 
   就学の援助は、個性や可能性を伸ばす教育の推進のため、今後も継続し、推進してい

きます。 
   日本語指導員への学校のニーズは年ごとに増加しています。現在、財団法人国際化協会 
  へ派遣を要請し対応していますが、今後一層、協力を進めていきます。 

外国籍の市民等が多いという大和市の特色を、カリキュラムとしての「小学校外国語 
活動」の年間指導計画に生かせるようにすることが今後の課題です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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２ キャリア教育を推進します。 

 
○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞               ※【】内前年度 

(1)  教育に関する調査研究・研修事業 

・研修講座を行いました。 

  研修講座    ６講座１７回 【１６回】 

・教育に関する調査研究を行いました。 

  調査研究部会  ３部会３１回 【３６回】 

・学校教材として副読本の発刊を行います。 

  小学校社会科副読本「やまと」 ２，４５０冊 【２，５００冊】 

  中学校社会科副読本「大和」  ２，１５０冊 【２，２００冊】 

・教育資料・史料を収集・整理・保管し、閲覧及び貸し出しを行いました。 

  累積登録冊数        １１，０５１冊 【１０，８９９冊】 

  貸出実績               ９冊 

・特色ある教育活動や教育情報について広報しました。 

  まなびやまと        １５１，０００部【７５，５００部】 

  ビジュアル版 大和の教育   ７５，５００部【７５，５００部】 

 ＜決算額の内訳＞ 

  ・副読本印刷製本費   ４，８５９千円 

  ・その他        ４，０４２千円 

  (2)  小学校地域教育力活用推進事業 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した教育活動（知識や経験を有する人の指導協力やボラ

ンティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

・夏休みに小学生が自分で学びたい内容の教材を持参し、地域のボランティアがその指導を

行う「夏休み子どもまなびや事業」を６日間開催しました。 

  開催場所（コミセン） ２０ヶ所【２０ヶ所】  

  参加人数       ９３９人【８５２人】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼 ７６０千円 

 ・勤労生産学習講師謝礼      ２８５千円 

 ・学校評議員謝礼         ２１０千円 

 ・その他             １４８千円 

(3) 中学校地域教育力活用推進事業 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した創意ある教育活動（知識や経験を有する人の指導協

力やボランティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

 ＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼  ６３０千円 

 ・学校評議員謝礼           ９０千円 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
 キャリア教育に対する教職員の理解を深め、授業実践を支援するために、調査研究を

行い、教師用の「キャリア教育ガイドブック」を作成して配布しました。 
 学校においては、ゲストティーチャーによる授業や地域の協力を得て行う体験活動を

通して、職業観・勤労観の育成が図られつつあります。特に、中学校における職場体験

は、職業に対する見方や考え方を深め、社会への関心と集団における責任感の向上を図

るよい機会となっています。 
 ② 未達成の点  
  未達成の点はありません。 
・ 課 題 
   小学校では、各学年の発達段階に応じた系統的な活動計画になるよう、キャリア教育

のあり方や教育課程への位置づけを検討することが課題となっています。今後は、調査

研究部会で作成した「キャリア教育ガイドブック」を活用しつつ、小・中学校の連続性

も踏まえて、学校の教育活動全体を通した組織的・系統的なキャリア教育の充実をめざ

していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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３ 学校教育相談の充実を図ります。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞                ※【】内前年度 
(1) 不登校児童生徒援助事業                 
不登校支援・教室への通室支援として、不登校を考える保護者会・特別相談員による 
個別面談・まほろばフレンドの派遣等を実施しました。 

   ・不登校を考える保護者会参加者数 １７人【２７人】 
   ・特別相談員による個別面談者数  １０人【１０人】 
   ・まほろばフレンドの派遣回数   ３４回【３４回】 
学校復帰を目指して、カウンセリング、学習支援、人間関係づくり等の援助を行いまし

た。 
 ・教室への通室児童生徒数       ３０人【２８人】  
 ・通室児童生徒のうち学校復帰した人数 ２６人【１５人】 

 ＜決算額の内訳＞  
 ・指導員等の報酬        ７，６２０千円 
 ・その他              ８２８千円 

  (2) 学校教育相談員活用事務 

  ＜相談者別内訳(中学校)＞      ＜相談内容別内訳(中学校)＞ 
  ・生 徒 １，９４６回【1,325回】 ・情報交換 １，２７８回【 841回】 
  ・教職員 １，４４３回【1,018回】 ・不登校    ９１６回【 734回】 
 ・保護者   ２４４回【 168回】 ・友人関係   ２８５回【 251回】 
 ・その他    ３３回【  53回】 ・その他  １，１８７回【 738回】 
＜相談者別内訳(小学校)＞      ＜相談内容別内訳(小学校)＞ 

  ・児 童 ４，１４５回【2,347回】 ・情報交換 １，７０８回【1,543回】 
  ・教職員 １，７６２回【1,789回】 ・友人関係   ８３５回【 812回】 
  ・保護者   ６３８回【 520回】 ・不登校    ３４７回【 459回】 
  ・その他    ８１回【  52回】 ・その他  ３，７３６回【1,894回】 
＜決算額の内訳＞ 
 ・学校教育相談員謝礼  １０，１１０千円  ・その他  ４４１千円 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
 児童や生徒及び保護者、教職員からの様々な相談に対して、的確に対応しています。 
特に不登校生徒については、カウンセリング・学習指導・人間関係づくりの援助などを

実施して、在籍校への復帰に努めました。  
通室児童生徒の学校へ復帰する割合が増加していることから、不登校児童生徒援助事

業が一定の効果を上げているものと考えます。 
 ② 未達成の点  
  未達成の点はありません。 
・ 課 題 
   不登校の解消は、保護者の理解と協力が不可欠です。今後も、保護者の理解や協力 

を引き出していく相談体制の充実を図るとともに、不登校の原因が複雑化し、多岐に 
わたっているため、福祉・医療・心理関係機関との連携の強化と、学校内のチームに 
よる教育相談体制の整備を行っていきます。 
 児童生徒、保護者そして教員を対象とする学校教育相談員による相談件数は、増加し

ていますので、相談体制の充実を図っていくことが課題です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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４ 特別支援教育を推進します。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞              ※【】内前年度 
(1) 小学校特別支援教育就学奨励事業 

保護者からの申請を審査し、所得基準に応じて給食費等を援助しました。 

＜内訳＞ 

 ・給食費         ８４人【７９人】 

 ・学用品費        ８４人【８０人】 

 ・新入学児童生徒学用品費 １７人【１１人】 

 ・修学旅行費       １１人【１１人】 

 ・宿泊を伴う校外活動費  １７人【１１人】 

 ・通学費         ５４人【５５人】  

＜決算額の内訳＞ 

 ・学用品費等経費  ２，７１１千円 

  (2) 中学校特別支援教育就学奨励事業 

  保護者からの申請を審査し、所得基準に応じて給食費等を援助しました。 

  ＜内訳＞ 

  ・給食費          ２３人【２２人】 

  ・学用品費        ２３人【２２人】 

  ・新入学児童生徒学用品費  ８人【 ４人】 

  ・修学旅行費       １１人【 ８人】 

  ・宿泊を伴う校外活動費   ４人【 ５人】 

  ・通学費          ６人【 ７人】 

＜決算額の内訳＞ 

   ・学用品費等経費    １，１９４千円   

(3) 障害児教育研究事業 

・特別支援教育担当教員で組織する大和市特別支援教育研究会に障害児教育研究を委託しま

した。 

＜事業内容＞ 

・宿泊移動教室の実施 

・巡回作品展などの実施 

＜決算額の内訳＞ 

 ・障害児教育推進事業委託料   １，８８６千円 

 ・特別支援教育研究会等負担金    １１３千円 

(4) 障害児就学相談事業 

・相談窓口を開設し、障害児教育担当職員及び特別教育相談員が保護者からの相談を受けま

した。 

・関係機関と連携しながら、処遇委員会の意見を踏まえて保護者に助言を行い、適正な就学

につなげます。 

 相談件数 １５６件【１４６件】 

(5) ことばの教室運営事業 

・小学校２校（草柳小・渋谷小）に、ことばの教室を開設しました。 
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・在籍する小学校で通常の学習を続けながら、障害の程度によりことばの教室に通級させ、

障害を改善するための指導を行いました。 

＜決算額の内訳＞ 

 ・オージオメーター点検校正料   ２２５千円 

 ・教室用教材備品          ９７千円 

(6) 特別支援教育推進事業 

学校の要請を受け、特別支援教育ヘルパー等を派遣しました。 

＜事業内容＞ 

 ・特別支援教育ヘルパー 派遣校 ２１校【２１校】 

  特別支援学級に在籍する児童生徒の介助等に対応しました。  

 ・特別支援教育スクールアシスタント 派遣校 ２８校【２０校】 

  教員とともに、通常学級に在籍する学習障害等のある児童を指導しました。 

 ・特別支援教育巡回相談チーム 派遣校 ２６校 

  保護者及び職員を支援しました。  

＜決算額の内訳＞ 

 ・特別支援教育ヘルパー賃金        ２８，７１９千円 

 ・特別支援教育スクールアシスタント賃金  １６，４２５千円 

 ・その他                    ６７１千円 

  (7) 小学校障害児教育教材備品等整備事業 

  ・教材教具研究協議会を開催し、適正な教材の検討を行い、大和市標準教材品目表の見直し

をしました。 

・各小学校からの要望を受け、教育効果を高めるために必要な障害児教育用の備品等を大和

市標準教材品目表に基づき整備しました。 

＜決算額の内訳＞ 

  ・特別支援学級用教材備品  ２，０９２千円 

  (8) 中学校障害児教育教材備品等整備事業 

  ・教材教具研究協議会を開催し、適正な教材の検討を行い、大和市標準教材品目表の見直し

を行いました。 

・各中学校からの要望を受け、教育効果を高めるために必要な障害児教育用の備品等を大和

市標準教材品目表に基づき整備しました。 

＜決算額の内訳＞ 

  ・特別支援学級用教材備品   ８７０千円 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
  特別支援学級に通級するために保護者に経済援助を行い、負担軽減となる一定の成果

を上げることができました。 
保護者からの相談体制をつくり、障害のある子どもの就学アドバイスを行いました。

また、小中学校の特別支援学級に４６名の特別支援教育ヘルパーを、通常学級を対象に

各小中学校に１名ずつ特別支援教育スクールアシスタントを派遣し、各学校の教育的ニ

ーズに応じた支援ができるようにしました。 
さらに、特別支援学級在籍の児童生徒同士の交流、担当教員の情報交換や研究により、

特別支援教育の充実を図ることができました。 
 ② 未達成の点 
未達成の点はありません。 

・ 課 題 
近年の就学相談件数の増加に対応し、きめ細やかな相談体制を確保するため、特別教 

  育相談員の増員が必要であり、今後、重度の障害のある児童生徒の特別支援学級への入 
級も増えてくることも予想されることから、ヘルパー派遣事業の充実も必要です。 
 学校教育におけるインクルージョンを今後も進めるためにも、特別支援学級における、 
交流及び共同学習を進めていきます。 
今後とも、特別支援学級を含む各小中学校の特別支援教育についての校内支援体制の 
さらなる充実に努めます。 
  

    
 
 
 
 
 
 
※インクルージョン … 障害のある子どもと、健常の子どもが区別なく共に学ぶ機会をつくっ 

ていくこと。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  １ 多様な指導方法・指導形態を工夫します。 

２ 今日的な教育課題についての研究を進めます。 

３ 環境教育・情報教育の充実を図り、時代に対応した生きる力をはぐくみま

す。 

 

 

１ 多様な指導方法・指導形態を工夫します。 

 
○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞              ※【】内前年度 

(1)  小学校教科書等整備事業 

・「大和市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則」の規定により、各学校から届け出ら

れた準教科書を購入し、配付規準により児童に配付しました。 
＜決算額の内訳＞ 
 ・児童用準教科書     １０，６７５千円 
(2)  小学校教材等整備事業 

・教材教具研究協議会を開催し、適正な教材の検討を行い、大和市標準教材品目表の見直し

をしました。 
・各小学校からの教材備品の補修要望に対し、必要度合いを精査しながら対応しました。 
・各小学校からの要望を受け、文部科学省が定める教材機能別分類表及び大和市標準教材品

目表に基づき、計画的に教材備品の整備を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
・教材備品購入費    １８，７７１千円 
・教材備品補修費     ２，３３８千円 
・その他           ３３０千円 
(3)  中学校教科書等整備事業 

・「大和市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則」の規定により、各学校から届け出ら

れた準教科書を購入し、配付規準により生徒に配付しました。 

・社会科教材の「大和市の地図」を１年生全生徒に配付しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・生徒用準教科書    ６，１３７千円 

・社会科白地図       ３９４千円 

(4)  中学校教材等整備事業 

・教材教具研究協議会を開催し、適正な教材の検討を行い、大和市標準教材品目表の見直し

をしました。 

・各中学校からの教材備品の補修要望に対し、必要度合いを精査しながら対応しました。 

・各中学校からの要望を受け、文部科学省が定める教材機能別分類表及び大和市標準教材品

目表に基づき、計画的に教材備品の整備を行いました。 

＜決算額の内訳＞ 

 ・教材備品購入費    １２，７６４千円 

基本目標２ 確かな学力を身につけ自ら学ぶ子ども 

点検・評価の対象となる重点施策の一覧 
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 ・教材備品補修費     １，６３２千円 

 ・その他           １３２千円 

(5)  指導図書等整備事業 

・教員に教科書、準教科書（体育・道徳・進路）及びその指導書を配付しました。 

・各学校へ指導用の教材（消耗品・備品）を配付しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・指導用教材（消耗品）  ４，８４６千円 

・指導用教材（備品）     ３８６千円 

(6)  小学校非常勤講師派遣事務 

・教職員が短期間（４日から２週間）の病気や介護、研修などで学校の授業に支障をきたす

場合に、非常勤講師を任用し、必要な学校に派遣しました。 

(7)  中学校非常勤講師派遣事務 

・教職員が短期間（４日から２週間）の病気や介護、研修などで学校の授業に支障をきたす

場合に、非常勤講師を任用し、必要な学校に派遣しました。 

(8)  小学校少人数指導等非常勤講師配置事業 

小学校生活の順調なスタートのため少人数指導等非常勤講師を５校に配置し、きめ細やかな

指導を行いました。 

＜実績の内訳＞ 

 ・南林間小学校  １年 

 ・大和東小学校  ２年 

 ・中央林間小学校 ２年 

 ・柳橋小学校   ３年 

 ・福田小学校   ３年 

＜決算額の内訳＞ 

 ・少人数指導等非常勤講師賃金  ６，２６１千円 

(9)  中学校少人数指導等非常勤講師配置事業 

中学校生活の順調なスタートのため少人数指導等非常勤講師を３校に配置し、きめ細やかな

指導を行いました。 

＜実績の内訳＞ 

 ・つきみ野中学校 １年 

 ・引地台中学校  １年 

 ・下福田中学校  １年 

＜決算額の内訳＞ 

 ・少人数指導等非常勤講師賃金  ４，８０３千円 
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・ 達成度  

① 特に重点施策の推進になった点 
非常勤講師の配置により、担任と非常勤講師が協力し、少人数指導や多様な指導方法

の工夫と実践がなされ、小学校では低学年の児童が、中学校では新１年生が、順調な学

校生活を送ることができるようなサポートができました。 

 ② 未達成の点   
  配置したことによる未達成の点はありません。 
・ 課 題 

小学校低学年及び中学校１年生における少人数指導の重要性は高く、また、学校から

の配置要望も強く、今後もできるだけ配置校を広げていくことが課題です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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２ 今日的な教育課題についての研究を進めます。 

 

３ 環境教育・情報教育の充実を図り、時代に対応した生きる力をはぐくみます。 

 

 
○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞                ※【】内前年度 

(1)  理科センター運営事業 

・理科・環境教育推進のため理科センターを開放しました。 
  開放日数   １４５日【１４５日】  
・小中学校から廃液回収の希望をとり業者委託により回収・処理を行いました。 
  対象校数    ２８校【２８校】 
・理科教育機器の整備・貸し出しを行いました。 
  ９種類（１２件）  【１０種類（１４件）】 
  ＜決算額の内訳＞ 
  ・廃液処理委託 １９１千円 
  ・その他     ９６千円  
(2)  教育ネットワーク運用管理事業 

・教育ネットワーク保守を行いました。 
・教育ネットワークの改修を行いました。  
 ＜決算額の内訳＞ 
  ・保守委託料    １８，２０７千円 
  ・ネットワーク改修 １２，１８７千円 
(3)  英語教育推進事業 

市内の全中学校へ英語指導助手を派遣しました。 

・英語指導助手派遣回数  ６０３回【６０９回】  

市内の全小学校へ国際教育指導員を派遣しました。 

・国際教育指導員派遣回数 ２８７回【３５０回】  

＜決算額の内訳＞ 

・英語指導助手報酬     １２，８１６千円 

・国際教育指導員謝礼     ３，２９４千円 

・その他             １４９千円 

(4)  中学校パーソナルコンピュータ整備事業 

光丘中学校校舎建替えに併せ、コンピュータ教室のコンピュータ等（平成１１年度設置）を

更新しました。（４２台／校）  

＜決算額の内訳＞  

 ・パソコン等備品  １１，０２５千円 

 ・ソフト・机・椅子  ４，６２７千円 

(5)  教育用コンピュータ整備事業 

・小中学校のコンピュータ教室等に設置した教育用コンピュータの保守管理を業者に委託し

ました。 

・小中学校に教職員用のコンピュータをリースで設置しました。 

・教職員向けＵＳＢメモリーを購入しました。 
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  ＜決算額の内訳＞  

  ・教育用コンピュータ保守委託  ３５，２８０千円 

  ・ＵＳＢメモリー購入費用     ３，１１１千円 

  ・教員用コンピュータリース料   ２，８５８千円 

  ・その他             ２，５０４千円  

(6)  情報教育推進事業 

・情報教育に関する調査研究と研修を行いました。 

  調査研究部会     １１回【１１回】 

  研修講座     ５種４０回【３６回】 

・ 情報教育に関する実践研究成果として授業公開及び研究紀要を発刊しました。 

  福田小学校 

・情報教育計画策定のため、プロジェクト委員会を開催しました。３回【３回】 

・情報教育に関する情報交換の場として、担当者会議を開催しました。４回【４回】 

 ＜決算額の内訳＞ 

  ・研究委託   １，２００千円 

  ・その他       ８２２千円 

(７) 理科・環境教育に関する調査研究・研修事業 

教職員及び市民を対象とした理科・環境教育に関する研修事業を行いました。 

 ・森林の生態と自然保護に関する講演会 

 ・水族館を活用した理科教育と磯の生物観察 

 ・演示実験に関する研修 

児童生徒を対象にした理科実験教室を開催しました。 

 ・子ども科学教室    １０回【１１回】 

 ・やまとおもしろ科学館  １回【 １回】 

小学校教材として副読本の発刊を行いました。 

 ・小学校４年生向け副読本「大和の自然」 ２，３５０部【２，３００部】  

 ・大和市環境学習ハンドブック      １，４００部【１，１００部】 

＜決算額の内訳＞  

 ・副読本印刷製本費  １，９２９千円 

 ・その他        １，０２９千円 

(８)  教育研究支援事業 

各学校の校内研究組織等に各種の教育研究を委託しました。また、市内教職員の横断的研究

組織（小中学校別）に補助金を交付しました。 

＜委託内容＞ 

 ・教育研究委託       ２２件 ・教育課題研究推進校委託  ３件 

 ・ふれあい教育実践研究委託  ３件 ・児童生徒指導強化対策委託 ２件 

 ・小中学校連携実践研究推進校委託 ２件 

 ・中学校進路指導推進事業委託   ９件 

＜決算額の内訳＞ 

 ・各種教育研究委託        ７，３５８千円 

 ・大和市小学校教育研究会補助金    ４０５千円 

 ・大和市中学校教育研究会補助金    ３７２千円 

 ・その他               ２８９千円 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
理科・環境教育についての相談や支援を行い、授業の改善に役立てました。 
 情報教育推進の基盤となるコンピュータ教室の機器更新や教育ネットワークの再構築 
が終了し、ストレスなく授業活用できる環境が整いました。また、情報教育に関する研

修や研究を通して、教職員の指導力向上を図りました。 
児童生徒を対象とした理科実験教室では、参加者が増加し、科学技術への興味関心を 
広げることができました。 
 英語指導助手を各中学校に派遣し、生徒にネイティブな発音にふれさせることで、コ 
ミュニケーション能力のさらなる育成が図られました。 

 ② 未達成の点   
   未達成の点はありません。 
・ 課 題 
   今後、児童生徒用コンピュータ機器の計画的な更新・整備とともに、教職員用のコン 
  ピュータ整備を進め、教職員１人１台体制をめざす必要があります。 
   児童生徒を対象とした理科実験教室の参加者増加に伴い、内容の更なる充実を図ると 

ともに、円滑な運営ができるよう、他部署との連携・協力など、運営体制の工夫・改善 
を行います。 

   平成２１年度から「小学校外国語活動」が導入されるにあたって、A.L.T.派遣時間の 
  増加、A.L.T.と担任との打合せ時間の確保、年間計画の作成、中核教員の育成、全教員 

の研修実施などに努めます。 
 
 
 
 
 
 

※A.L.T. … 外国語活動指導助手。小学校における、外国語の実践的コミュニケーション能
力の育成や外国の文化に親しむ活動を支援するために派遣される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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1 自然や人々とのふれあいを通して豊かな感性、社会性、人間性をはぐ 

くみます。 

2 「大和市子ども読書活動推進計画」に基づき、文字活字文化に親しむ 

態度を養います。 

3 自分の願いや思いを話せ、他の人の考えや願いを受けとめる仲間づく 

りの育成に努めます。 

 

１ 自然や人々とのふれあいを通して豊かな感性、社会性、人間性をはぐくみます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 
(1) 小学校行事等支援事業（再掲） 

・野外キャンプを実施した全小学校へ、補助金を交付しました。 
・芸術鑑賞学習などの文化的行事を行った全小学校へ、補助金を交付しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・文化的行事助成事業補助金  ２，８５０千円 
・健康増進特別事業補助金   １，０６４千円 
(2) 中学校行事等支援事業（再掲） 

・野外キャンプを実施した全中学校へ、補助金を交付しました。 
・芸術鑑賞学習などの文化的行事を行った全中学校へ、補助金を交付しました。 
・神奈川県公立中学校文化連盟大和支部芸術祭実行委員会へ、補助金を交付しました。 
＜決算額の内訳＞ 

 ・文化的行事助成事業補助金         ２，０７０千円 
・健康増進特別事業補助金          １，０１７千円 
 ・県公立中学校文化連盟大和支部芸術祭補助金   ４９８千円 
(3)  中学校移動水泳授業実施事業 

・５～１０月の間に、合計８回の水泳授業を引地台温水プールで学校ごとに実施しました。 

・移動手段として、延べ２０台の貸切バスを用意しました。 

・水泳指導の補助として、水泳指導員を延べ３０人配置しました。 

＜決算額の主な内訳＞ 

 ・バス借上げ料      １，０３５千円 

 ・水泳指導員派遣委託料    １８９千円 

(4) 修学旅行等への看護師派遣事業 

・市内全小中学校の修学旅行に看護師を同行させました。 
  処置件数 小学校（１９校）１５３件 中学校（９校）９５件  
・特別支援教育研究会宿泊移動教室に看護師を同行させました。 
  処置件数 宿泊移動教室（７グループ）２２件 
・残った養護教諭を学校内の業務に専念させることができました。 
・看護師の派遣は、民間の派遣会社に委託しました。 
＜決算額の内訳＞ 

基本目標３ 人々とふれあって健やかに育つ子ども 

点検・評価の対象となる重点施策の一覧 
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 ・看護師派遣委託料     ２，２７５千円 
(5) 就学時健康診断事業 

  １０月から１１月に市内全小学校を会場に、内科・眼科・耳鼻科・歯科の学校嘱託医による

健康診断と面談を実施しました。 
＜実績の内訳＞ 

   就学時健康診断実施者数・・・１，９７０人 
＜決算額の主な内訳＞ 

   ・検診委託料 ２，０３０千円 
   ・その他     ７６８千円 

(6) 児童健康管理事業 

・学校医による内科検診、歯科検診、耳鼻科検診、眼科検診を実施しました。 
・尿検査（腎疾患・糖尿病）、心臓病検診、寄生虫卵検査を実施しました。 
 また、必要に応じ精密検査を行い、専門医師により組織された判定委員会で治療勧告等を

行いました。 
 <実績の内訳> 
 尿検査（小学校全児童対象）   受検者…１２，３２４人【１２，１７６人】 
 心臓病検査（小学校１年生対象）受検者… ２，０４９人【 １，９３２人】 
 寄生虫検査（小学校全児童対象）受検者…１２，１９６人【１２，１８７人】 
・保健室における健康診断、健康相談、緊急措置等に必要な備品の新規購入及び更新を行い

ました。 
<決算額の主な内訳> 
 ・学校医等報酬 ２２，１８０千円 
 ・その他    １２，６９４千円 
(7) 生徒健康管理事業 

・学校医により内科検診、歯科検診、耳鼻科検診、眼科検診を実施しました。 
・尿検査（腎疾患・糖尿病）、心臓病検診を実施しました。 
 また、必要に応じ精密検査を行い、専門医により組織された判定委員会で治療 勧告等を

行いました。 
＜実績の内訳＞ 
 尿検査（中学校全生徒対象）  受検者数…５，４０１人【５，１４８人】 
 心臓病検査（中学校１年生対象）受検者数…１，８９０人【１，７７６人】 
・保健室における健康診断、健康相談、緊急措置等に必要な備品の新規購入及び 更新を行

いました。 
＜決算額の主な内訳＞ 
 ・学校医等報酬 １０，６７１千円 
 ・その他     ７，１５３千円 
(8) 学校災害補償事業 

平成 20年 2月から、一部の学校を除き、オンラインシステムによる請求を始めました。  
・ 日本スポーツ振興センター申請件数：１，３１２件 
(9) 教職員健康診断事務 

・８月に３日間の日程で健康診断を実施しました。 
・新任の養護教諭のＢ型肝炎の予防接種を行いました。 
＜実績の内訳＞ 
 教職員健康診断受診者数・・・ ４５８人 



              

 31 

 Ｂ型肝炎の予防接種受診者数・・・ ４人 
＜決算額の主な内訳＞ 
 ・教職員健康診断委託料 ３，２８８千円 
 ・その他           ６９千円 

 
 
 
 
・ 達成度 
① 特に重点施策の推進になった点 
各学校が実施する野外キャンプ及び芸術鑑賞学習を支援するため、全小中学校へ補助

金を交付し、教育活動の中で心豊かな人間性を育む機会の提供を行いました。 

また、学校にプールが設置されていない中学校の生徒を対象に水泳授業を受けられる

ように、引地台温水プールで移動水泳授業を実施し、生涯スポーツの観点から、児童生

徒が、水に親しみ、水の中で自らの命を守ることについて学ぶことによって、施策の達

成の一助としました。 

 ② 未達成の点 
  未達成の点はありません。 
・ 課 題 

体験活動等に際して、社会教育関係諸団体との協力を進めていくことが課題です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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２「大和市子ども読書活動推進計画」に基づき、文字活字文化に親しむ態度を養います。 

 
○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 

(1)  小学校図書館用図書整備事業 

・文部科学省が定める学校図書館図書標準に基づき、各学校の規模、充足率を考慮して、学

校ごとに配当を行い、計画的に図書を購入しました。 
＜決算額の内訳＞ 
 ・図書館用図書購入費   １４，３６０千円 
(2)  中学校図書館用図書整備事業 

・文部科学省が定める学校図書館図書標準に基づき、各学校の規模、充足率を考慮して、学

校ごとに配当を行い、計画的に図書を購入しました。 
＜決算額の内訳＞ 
 ・図書館用図書購入費   ５，３６１千円 
(3)  小学校図書整理員事務 

各小学校に１名の学校図書整理員を任用しました。 

(4) 中学校図書整理員事務 

各中学校に１名の学校図書整理員を任用しました。 

 
 
 
 
・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
図書整理員を配置し、兼任司書教諭を補助し、整理事務を行うことによって、学校図

書館が利用しやすくなり、児童生徒・教職員の読書環境の向上を図ることができました。 
 毎年度、蔵書数を充実することにより、児童生徒に最新の情報を提供し、興味関心を 
引き出し、豊かな感性や情操を育む一助となっています。 

 ② 未達成の点   
   一部の中学校で大幅な図書の入れ替えが行われたことで、蔵書の充足率が若干下回り

ました。 
・ 課 題 
   国が専任司書教諭の配置をするまでの間は、今後も図書整理員の果たす役割は重要で 
  あり、整理事務のスキルアップを目指して、図書の配置や表示等の研修を行うなどのほ

か、司書教諭との連携協力を推進します。 
また、各学校の蔵書の充足率を把握した上で、図書の入れ替え方針を示すことが必 
要です。早い時期に新刊本の紹介を行い、蔵書の新鮮度を高めていくように努めます。 
また、蔵書数の増加だけでなく、児童生徒にとって魅力ある学校図書館の創造や読み聞 
かせボランティアのさらなる活用などを図っていきます。 
 
  

 
  ※充足率… 学校の規模や児童生徒数などから算出される、学校の蔵書が必要分満たされてい

るかどうかの割合。 

教育委員会の自己点検・評価 
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３ 自分の願いや思いを話せ、他の人の考えや願いを受けとめる仲間づくりの育成に努めます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 
(1)  人権教育推進事業 

・教職員向けに、人権・同和教育に係る研修会を開催しました。 
＜事業内容＞ 
 ・研修会開催回数 ３回【４回】 
 ・人権同和団体等が主催する人権に関する各種研修会に参加しました。 
 ・人権・同和問題に関する各種資料を入手し、各学校へ配付しました。 
＜事業内容＞ 
 ・学校への配布物（定期） ３団体 ４種紙 
 ・各学校の校内研修会等へ講師の派遣・斡旋を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
 ・人権同和団体冊子購入費    ２３７千円 
 ・人権同和教育研修会参加旅費   ５７千円 
 ・その他             １１千円 
(2)  小学校地域教育力活用推進事業（再掲） 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した教育活動（知識や経験を有する人の指導協力やボラ

ンティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

・夏休みに小学生が自分で学びたい内容の教材を持参し、地域のボランティアが、その指導

を行う「夏休み子どもまなびや事業」を６日間開催しました。 

  開催場所（コミセン） ２０ヶ所【２０ヶ所】  

  参加人数       ９３９人【８５２人】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼 ７６０千円 

 ・勤労生産学習講師謝礼      ２８５千円 

 ・学校評議員謝礼         ２１０千円 

 ・その他             １４８千円 

(3) 中学校地域教育力活用推進事業（再掲） 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した創意ある教育活動（知識や経験を有する人の指導協

力やボランティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

 ＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼  ６３０千円 

 ・学校評議員謝礼           ９０千円 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
教職員対象の各種研修会において、人権に関する研修を実施し、児童生徒向けに(社) 
横浜人権センターによる「人権移動教室」を学校で開催したりすることで、学校教育に 
おける人権意識の向上に努めています。 

 ② 未達成の点   
   研修の実施自体で未達成の点はありません。 
・ 課 題 
   最近の社会情勢から、学校における人権教育はますます重要性を増してきています。 

研修会や勉強会などの多様化、充実に向け、研修会の講師選定において工夫するなど 
を行っていきます。 

   また、児童生徒に対しては、学校からのニーズに応じて、さまざまな立場等の方をゲ 
ストティーチャーとして活用できるようにします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  １ 活力ある学校づくりを推進するために、大学との連携を進めます。 

２ 二学期制を実施し、創意ある学校教育を展開します。 

３ 学校評価の充実を図ります。 

４ 保護者や地域の協力を得て、児童生徒の安全を守ります。 

５ 学校支援ボランティア人材バンクの整備・充実を図り、地域の教育力を活

用します。 

６ 老朽化した学校施設を建て替え、教育環境を整備します。 

 

１活力ある学校づくりを推進するために、大学との連携を進めます。 

 
○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 

(1)  小学校地域教育力活用推進事業（再掲） 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した教育活動（知識や経験を有する人の指導協力やボラ

ンティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

・夏休みに小学生が自分で学びたい内容の教材を持参し、地域のボランティアがその指導を

行う「夏休み子どもまなびや事業」を６日間開催しました。 

  開催場所（コミセン） ２０ヶ所【２０ヶ所】  

  参加人数       ９３９人【８５２人】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼 ７６０千円 

 ・勤労生産学習講師謝礼      ２８５千円 

 ・学校評議員謝礼         ２１０千円 

 ・その他             １４８千円 

(2) 中学校地域教育力活用推進事業（再掲） 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した創意ある教育活動（知識や経験を有する人の指導協

力やボランティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しまし た。 

 ＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼  ６３０千円 

 ・学校評議員謝礼           ９０千円 

(3)  学校事務研究協議会支援事業 

・大和市学校事務研究協議会へ補助金を交付しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・学校事務研究協議会補助金  ４５千円 
(4)  校長･教頭連絡協議会支援事業 

・各連絡協議会に対して補助金を交付しました。 

基本目標４ 創意と魅力に満ちた学校 

点検・評価の対象となる重点施策の一覧 
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  小学校校長学校運営連絡協議会  中学校校長学校運営連絡協議会 
  小学校教頭学校運営連絡協議会  中学校教頭学校運営連絡協議会 
(5)  教育に関する調査研究・研修事業（再掲） 

・研修講座を行いました。 

  研修講座    ６講座１７回 【１６回】 

・教育に関する調査研究を行いました。 

  調査研究部会  ３部会３１回 【３６回】 

・学校教材として副読本の発刊を行います。 

  小学校社会科副読本「やまと」 ２，４５０冊 【２，５００冊】 

  中学校社会科副読本「大和」  ２，１５０冊 【２，２００冊】 

・教育資料・史料を収集・整理・保管し、閲覧及び貸し出しを行いました。 

  累積登録冊数        １１，０５１冊 【１０，８９９冊】 

  貸出実績               ９冊 

・特色ある教育活動や教育情報について広報しました。 

  まなびやまと        １５１，０００部【７５，５００部】 

  ビジュアル版 大和の教育   ７５，５００部【７５，５００部】 

 ＜決算額の内訳＞ 

  ・副読本印刷製本費   ４，８５９千円 

  ・その他        ４，０４２千円 

 
 
 
 
 
・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
大学との連携においては、玉川大学と関係を深め、２０年度から学生の派遣ができる

ように進めることができました。 
連携により、ボランティアとして学校にかかわることになった学生のボランティア保

険の加入について、市民活動課と調整し、使用が認められるようしました。 
② 未達成の点 
各学校において、独自の連携を行っていますが、教育委員会が推進していくことは、

今後重要になってきますので、準備段階ですが、今後さらに推進していきます。 
・ 課 題 

大学とは、関係を深めるだけではなく、今後の各々の役割を明確に位置付けるために、

協定書を交わしていくことが課題です。 
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２二学期制を実施し、創意ある学校教育を展開します。 

 

３学校評価の充実を図ります。 

 
○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞            ※【】内前年度 

(1)  学校訪問による学校別指導推進事業 

・教科指導の専門事項に対する指導助言の充実を図るため、７人の教科指導員を任用しまし

た。 
・５月から７月の間に、全小中学校への計画訪問全回を実施し、授業研究を中心とした個別

指導を行いました。 
・また、計画訪問では、学校ごとに設定したテーマについての話し合いを行い、指導助言を

行いました。 
・６月から２月の間に、学校からの要請による要請訪問を５６回実施し、授業実践、校内研

究等に対する支援として指導助言を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
 ・教科指導員報酬    １４０千円 
(2)  小学校地域教育力活用推進事業（再掲） 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した教育活動（知識や経験を有する人の指導協力やボラ

ンティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

・夏休みに小学生が自分で学びたい内容の教材を持参し、地域のボランティアがその指導を

行う「夏休み子どもまなびや事業」を６日間開催しました。 

  開催場所（コミセン） ２０ヶ所【２０ヶ所】  

  参加人数       ９３９人【８５２人】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼 ７６０千円 

 ・勤労生産学習講師謝礼      ２８５千円 

 ・学校評議員謝礼         ２１０千円 

 ・その他             １４８千円 

(3) 中学校地域教育力活用推進事業（再掲） 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した創意ある教育活動（知識や経験を有する人の指導協

力やボランティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

 ＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼  ６３０千円 

 ・学校評議員謝礼           ９０千円 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
二学期制による「学びの連続性」などの効用を、最大限に生かすために、各学校を指 
導主事が訪問して必要な指導助言を行い、教員の資質の向上が図られました。 
また、学校評価についても、学校評議員を活用し、内部評価を充実させました。 

 ② 未達成の点 
   学校訪問自体については、未達成の点はありません。学校評価では、学校関係者評価

（外部評価）の実施が全学校とはなりませんでした。 
・ 課 題 

学校関係者評価は、創意ある学校教育の展開や効果的な実施を図るうえでも必要です。 
より多くの学校で、学校評議員会や学校保健委員会等による学校関係者評価（外部評価）

が実施されるよう、さらなる学校評価の充実を推進することが課題です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
  ※学校関係者評価（外部評価）… 保護者や地域住民など学校の関係者を含めて行う学校評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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４保護者や地域の協力を得て、児童生徒の安全を守ります。 

 
○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 

(1)  通学区域設定・変更事務 

児童生徒数推計や大型マンション建設計画などの情報を収集し、必要に応じて「学区検討会」

を設置し、適正な通学区域を設定しました。 

・通学指導員の配置（２校） 

(2) 通学路指定・補修要望事務 

各学校・ＰＴＡではその年の児童数に応じた登校班を編成し通学ルートを決定し、教育委員

会は審査のうえ通学路を指定。さらに通学路の安全確保のため、交通管理者・道路管理者に

交通安全対策を依頼しました。 

(3) 児童生徒安全対策事業 

・全小中学校の担当教諭を対象に、操作研修会を実施しました。 
・各学校を通じて、保護者へ事業内容の説明及び登録案内を行いました。 
・各学校を発信元として、学校ごとの連絡事項をメール配信で伝達します。 
＜メール配信件数＞ 
 ・小学校 １７７件 
 ・中学校 １８８件 
＜決算額の内訳＞ 
 ・メール配信サービス委託料 １，７０５千円 
(4) 児童生徒学籍管理事務  

児童生徒の就学に関する多様な相談（転入・転出・障害児・外国籍・学区外就学・区域外就

学等）に応じた学校指定変更手続きを関係学校長・指導主事と協議・調整し適正に処理しま

した。  
 
 
 
 
・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
通学路指定により安全な経路を学校に指導し、関係各課と連携しながらメール配信シ

ステムの活用により、不審者情報、犯罪情報、自然災害情報などを各学校や保護者に迅

速に伝えることにより、児童生徒の通学の安全性が向上しました。 
② 未達成の点   

   未達成の点はありません。 
・ 課 題 
   通学路の安全性の確保については、注意看板設置やカラー舗装などの短期的な対策は

達成していますが、信号機設置や通学路の拡張・整備などの中・長期に渡る安全対策が

課題です。 
   メール配信システムを、より多くの保護者が登録するように、より一層、学校や関係

各署に働きかけを行います。また、地域の方々からの支援を有効活用し、子どもの安全

が守られる仕組みのあり方を検討します。 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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５学校支援ボランティア人材バンクの整備・充実を図り、地域の教育力を活用します。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞            ※【】内前年度 
(1)  小学校地域教育力活用推進事業（再掲） 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した教育活動（知識や経験を有する人の指導協力やボラ

ンティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

・夏休みに小学生が自分で学びたい内容の教材を持参し、地域のボランティアがその指導を

行う「夏休み子どもまなびや事業」を６日間開催しました。 

  開催場所（コミセン） ２０ヶ所【２０ヶ所】  

  参加人数       ９３９人【８５２人】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼 ７６０千円 

 ・勤労生産学習講師謝礼      ２８５千円 

 ・学校評議員謝礼         ２１０千円 

 ・その他             １４８千円 

(2) 中学校地域教育力活用推進事業（再掲） 

・地域の声を生かしたよりよい学校運営を行うために、学校長に適切な助言を行う学校評議

員を委嘱しました。 

・各学校における地域教育力を活用した創意ある教育活動（知識や経験を有する人の指導協

力やボランティアによる教育活動への参加者招致等）を支援しました。 

 ＜決算額の内訳＞ 

 ・地域教育力活用推進事業講師謝礼  ６３０千円 

 ・学校評議員謝礼           ９０千円 

 
 
 
 
・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
地域教育力活用事業として、地域の人材を積極的に活用し、家庭・地域と一体とな

って開かれた学校づくりを推進しています。特に授業では、地域の方をゲストティー

チャーとして招き、総合的な学習の時間や道徳の時間を中心に活用している他、特別

活動でのクラブや部活動の指導等においても効果的に活用しています。 
 ② 未達成の点   
   未達成の点はありません。 
・ 課 題 
   公教育における活用という視点を持ちつつ、学校のニーズを汲みとった「学校支援ボ

ランティア人材バンク」システムを整備し、活用が広がるよう学校への働きかけをさら

に進めていきます。 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 



              

 41 

6 老朽化した学校施設を建て替え、教育環境を整備します。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 
(1) 児童教育活動事業（学校配当） 

・市立小学校の学校行事（入学式・卒業式・運動会など）に必要な物品や教材用消耗品整備

のために必要な物品等の購入費を配当し、各学校の実情に即し、購入しました。 

(2) 生徒教育活動事業（学校配当） 

・市立中学校の学校行事に必要な物品や教材用消耗品等を購入しました。 

(3) 小学校建設事業(年賦分) 

以下の事業費につき、年賦払を行いました。 

・渋谷小学校体育館・特別教室棟建設事業費 ：１０年賦の６年目 

・引地台小学校外壁・屋上等改修事業費   ：１０年賦の２年目 

＜決算額の内訳＞ 

・渋谷小学校体育館・特別教室棟建設事業費 ６５，２０６，１７２円 

・引地台小学校外壁・屋上等改修事業費       ７，３９４，２８７円 

(4) 小学校校庭芝生化整備事業 

南林間小学校芝生広場整備工事を施工しました。  

＜事業内容＞ 

 ・芝生整備面積：３００㎡ 

＜整備実績＞ 

 ・平成１４～１６年度 市立上和田小学校校庭 

 ・平成１７～１８年度 市立深見小学校校庭 

 ・平成１９年度    市立南林間小学校芝生広場  

＜決算額の内訳＞ 

 ・芝生化整備工事  ５，０００千円 

(5) 営繕作業所管理運営事務 

児童・生徒らの良好な教育環境を確保するため３班体制（北・中・南部）で施設の営繕作業

を行いました。 

(6) 小中学校庁務作業事務 

学校内の環境保持等のため、次の業務に従事しました。 

・校舎の戸締り及び門の開閉 

・文書物品の送達、受領 

・学校構内の清掃及びごみの処理 

・来客用湯茶の準備 

・施設、設備等の管理に必要な軽易な作業 

(7) 小学校施設維持管理事業 

・施設の保守点検、業務委託等の学校施設管理業務を行いました。 

・施設の破損等に対応する学校施設維持補修事業を行いました。 

(8) 小学校学校備品整備事業 

①学校管理用備品 … 丁合機、ページセッター、電動断裁機、掃除用具庫等 

           の購入及び取替えを行いました。 

②学校整備用備品 … 電子複写機、教師用調理台、シューズボックス、 

           体育館及び教室の緞帳・暗幕等の購入及び取替えを 
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           行いました。 

(9) 小学校大規模改修事業 

市立小学校における老朽化した施設の整備・改善を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・トイレ改修工事            西鶴間小学校、緑野小学校 

    （安全・安心な学校づくり交付金） 

 ・受水槽取替工事             西鶴間小学校、文ヶ岡小学校 

 ・プールろ過装置取替工事         下福田小学校、大和東小学校 

 ・ガラス飛散防止フィルム設置工事     林間小学校、南林間小学校 

 ・体育館屋根改修工事          北大和小学校 

 ・教室改修工事              北大和小学校 

＜決算額の内訳＞ 

  ・トイレ改修工事                ４７，４４２千円 

 ・受水槽取替工事            １８，０００千円 

 ・その他工事              ４０，４９５千円 

(10) 小学校防音設備整備事業 

以下の各校の工事を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・空調工事実施校 桜丘小学校 渋谷小学校 

＜決算額の内訳＞ 

 ・空調工事   ４３０，９６３千円 

 ・監理等委託    ８，３５８千円 

 ・その他経費    ３，４４３千円 

(11) 小学校屋内運動場建替工事事業 

林間小学校の体育館建替工事に伴う設計業務を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・林間小学校の体育館特別教室棟建替工事に伴う設計業務委託 

 ・林間、大和、緑野、桜丘、深見、草柳小学校耐力度調査業務委託 

＜施設概要＞ 

 ・構   造：ＲＣ 地上３階建 

 ・延べ床面積：１，９９４．７６㎡ 

   １階：特別教室、多目的室ほか（１，０４４．５７㎡）     

   ２階：体育館        （  ９２２．３５㎡） 

   ３階：放送室        （   ２７．８４㎡） 

＜決算額の内訳＞ 

 ・設計業務委託  １０，２９０千円 

 ・その他経費    ６，９３２千円 

(12) 大野原小学校プレハブ教室設置事業 

大野原小学校の児童増に対応するため、プレハブ棟を設置し、特別教室を移設しました。 

＜施設概要＞ 

 ・構  造：軽量鉄骨造・２階建 

 ・延床面積：３１３．７４㎡ 

 ・部  屋：１階図書室、２階工作室 

＜建設スケジュール＞ 
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 １２月中旬～１月中旬 設計 

  １月下旬～２月上旬 申請 

  ２月中旬～３月下旬 施工 

  ３月末日      引渡し 

＜決算額の内訳＞ 

 ・大野原小プレハブ教室設置工事 ３３，６９２千円 

  (13) 中学校建設事業(年賦分) 

  以下の事業費につき、年賦払を行いました。 

・渋谷中学校新校舎建設事業費…１０年賦の４年目 

・渋谷中学校旧校舎解体事業費…１０年賦の３年目 

＜決算額の内訳＞ 

・渋谷中学校新校舎建設事業費 ２９６，５３６，６６６円 

・渋谷中学校旧校舎解体事業費   １７，０１０，８９６円 

(14) 中学校施設維持管理事業 

・施設の保守点検、業務委託等の学校施設管理業務を行いました。 

・施設の破損等に対応する学校施設維持補修事業を行いました。 

(15) 中学校大規模改修事業 

市立中学校における老朽化した施設の整備・改善を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・トイレ改修工事              大和中学校 

  （安全・安心な学校づくり交付金）  

 ・受水槽取替工事              大和中学校、上和田中学校 

 ・外壁塗装・屋上防水・ガラスフィルム貼工事 下福田中学校 

＜決算額の内訳＞ 

 ・トイレ改修工事               ２１，１９７千円  

 ・受水槽取替工事               １９，５９０千円 

 ・外壁塗装・屋上防水・ガラスフィルム貼工事 １２０，８４６千円 

(16) 中学校防音設備整備事業 

以下の各校の工事を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・光丘中学校建替併行防音工事（平成１８、１９年度継続） 

   併行防音対象面積 １０，８５７㎡ 

＜決算額の内訳＞ 

 ・防音設備工事費  ５３４，００５千円 

 ・監理業務委託     ３，３６０千円 

 ・その他          １０９千円 

(17) 中学校屋内運動場建替事業 

つきみ野中学校の体育館特別教室棟建替工事に伴う耐力度調査業務委託を行いました。 

 ＜事業内容＞ 

   ・つきみ野中学校耐力度調査業務委託 

 ＜決算額の内訳＞ 

   ・耐力度調査業務委託   １，３６５千円 

(18) 光丘中学校建替事業 

建替工事の３ヶ年計画の２年目を迎え、平成２０年２月に校舎が完成しました。 
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＜施設概要＞ 

 ・延床面積  １３，８０５㎡ 

 ・構造／規模 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）４階建 

 ・主たる部屋 普通教室 支援教室 特別教室 視聴覚室 多目的室 等 

 ・別棟    部室棟（２階建） 駐輪場 

＜建替スケジュール＞ 

 ・平成１８年１０月：工事着手 

 ・平成２０年 ４月：新設校舎開校 ８月：校庭整備完了、竣工予定 

＜決算額内訳＞ 

 ・光丘中学校建替工事１，９５３，６８９千円 

 ・監理業務委託       １８，７２０千円 

 ・その他経費      １１０，９９０千円(備品,消耗品,引越し運搬費等) 

(19) 中学校学校備品整備事業 

①学校管理用備品 … 丁合機、ページセッター、電動断裁機、アジャストテント等の購入

及び取替を行いました。 

②学校整備用備品 … 電子複写機、シューズボックス、体育館及び教室の緞帳・暗幕等の

購入及び取替えを行いました。 

(20) 小学校管理事務（学校配当） 

・学校運営上の維持・管理的部分にかかる経常的経費を各学校に配当し、必要な物品等を購

入しました。 

(21) 中学校管理事務（学校配当） 

・学校運営上の維持・管理に必要な経常的経費を各学校に配当し、物品等を購入しました。 

(22) 小学校管理用物品購入配布事務 

・市立小学校の管理運営に必要な物品（出席経常的簿、卒業証書など）を購入し、各校に配

布しました。 

(23) 中学校管理用物品購入配布事務 

・市立中学校の管理運営に必要な物品（出席簿、卒業証書など）を購入し、各校に配布しま

した。 

(24) 学級編成事務 

・市立小中学校２８校及び学校給食共同調理場３場に４月５日付で配置する県費負担教職員

定数を、児童生徒数推計を基に各学校の学級数・規模・特色（特別支援学級・国際学級・

派遣等）を加えて算定しました。 

(25) 給食用消耗品購入事務（学校配当） 

各小・中学校において消耗品購入をしました。 

(26) 給食共同調理場施設維持管理事務 

・３調理場の施設修繕を実施します。 

・３調理場の各種給食設備の保守点検等を実施しました。 

(27) 単独調理校施設維持管理事務 

単独調理校の各種給食設備の保守点検等を実施しました。 

・グリストラップ清掃及び産業廃棄物処理処分委託 

・ダムウェイター保守点検委託 

・換気設備保守点検委託 等 

(28) 受入校施設維持管理事務 

受入校における給食施設の整備、調理機器の維持補修等を行いました。 
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・施設、設備補修 

・エレベーター保守点検委託 

・シャッター保守点検委託 

(２9) 学校給食設備整備事業 

調理場及び学校の給食設備のうち、耐用年数を超過した機器類の買い替え等を実施しました。 

＜整備実績＞ 

 ・北部調理場 ：スチームコンベクションオーブン１台(増設) 

 ・大和小学校 ：ガス回転釜５台(買替） 

 ・草柳小学校 ：ガス回転釜３台(買替) 

 ・林間小学校 ：回転釜１台(買替)     

＜決算額の内訳＞ 

 ・調理機器等備品購入費       １２，２４９千円 

 ・調理機器導入に伴う工事請負費等   １，５２５千円 

 ・その他、機器に付随する消耗品等     ７３４千円 

(30) 学校給食施設大規模改修事業 

老朽化が進んだ施設や設備の改修を実施しました。 

＜改修実績＞ 

 南林間小学校給食用エレベーター（設置後３３年経過） 

＜決算額の内訳＞ 

 ・南林間小学校給食用エレベーター改修工事  ５，６８５千円 

(31) 北大和小学校給食室改修事業（年賦分） 

以下の事業費につき、年賦払を行いました。 

・北大和小学校給食室改修事業費…１０年賦の２年目 

＜決算額の内訳＞ 

・北大和小学校給食室改修事業費 ７，００８，１８７円 

(32) 健康管理協力団体支援事業 

大和市医師会及び大和市学校保健会からの補助金交付申請書・実績報告書が提出され、昨年

度の事業活動状況及び事業予定の報告を受けた後、申請書等の内容の審査後、補助金の交付

決定をしました。 

＜決算額の内訳＞ 

・大和市医師会学校医部会に対する補助金  ： ６０,０００円 

・大和市学校保健会に対する補助金     ：２７０,０００円 

(33) 学校薬剤師検査室運営事業 

学校薬剤師により、プール、室内環境、照度、飲料水、給食施設の検査を実施しました。 

＜実績の内訳＞ 

・学校薬剤師による学校環境衛生検査の実施 

  室内環境検査（照度・湿度・一酸化炭素等）：年２回 

  給食施設等検査                       ：年３回 

＜決算額の内訳＞ 

 学校薬剤師検査室の光熱水費… ８６千円 

 その他          …２３４千円 

(34) 小学校環境検査事務 

小学校１９校の飲料水を毎月、プール水の水質と教室の空気環境を年１回、学校薬剤師及び

委託業者で検査を実施しました。 
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＜実績の内訳＞ 

 ・水質検査       ：各校月１回実施  【月１回】 

 ・プール水水質検査  ：全小学校年１回実施【年１回】 

 ・教室の空気環境検査 ：全小学校年１回実施【年１回】 

＜決算額の内訳＞ 

 飲料水水質検査手数料  １，８５１千円 

 その他           ９２９千円 

(35) 中学校環境検査事務 

中学校９校の飲料水を毎月、プール水の水質と教室の空気環境を年１回、学校薬剤師及び委

託業者で検査を実施しました。 

＜実績の内訳＞ 

 ・水質検査      ：各校月１回実施      【月１回】 

 ・プール水の水質検査 ：プール設置中学校４校実施 【年１回４校】 

 ・教室の空気の環境検査：全中学校年１回実施    【年１回】 

＜決算額の内訳＞ 

 飲料水検査手数料 ８７７千円  

 その他      ３５３千円 

(36) 学校医等公務災害補償事務 

学校医等の公務上の災害は、ありませんでした。 

＜決算額の内訳＞ 

 １９年度  ０円  【０円】 

 
 
 
 
・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
老朽化した学校施設、給食施設の建替や補修、耐震化の推進、耐用年数を超過した調

理機器類の買替え、施設の保守管理を計画的に実施し、教育環境の整備を図り、よりよ

い環境づくりを行いました。 
事務費や維持補修費等の予算を各学校に配分することにより、各学校の実情に応じた

教育環境整備の一助となりました。 
  ② 未達成の点   
   未達成の点はありません。 
・ 課 題 

老朽化が進んでいる学校施設については、計画的な大規模修繕及び維持補修を今後も

行っていきます。また、現在進めている体育館の耐震化については、教室数不足解消な

ども併せた建て替えを行っていきます。学校給食施設については、旧来のウエット施設

でのドライ運用であるため、ドライ化された施設にすることが課題です。 
   予算の各学校への配分は、学校規模を基本に配当していますが、規模だけではなく、 
  施設の状況等各学校の実情をより加味しつつ、精査を行い、配当できるように検討を進 

めます。 
    
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  １  教職員の人権感覚をみがきます。 

２ 教職員の資質向上を図り、専門性を高める研修を充実させます。 

３ 栄養教諭の育成を推進します。 

４ 教育課程研究協議会の成果を小中学校へ広めます。 

５ 総括教諭を配置し、教員の人材育成を図ります。 

 

 

１教職員の人権感覚をみがきます。 

 

２教職員の資質向上を図り、専門性を高める研修を充実させます。 

 

３栄養教諭の育成を推進します。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 
 (1)  人権教育推進事業（再掲） 

・教職員向けに、人権・同和教育に係る研修会を開催しました。 
＜事業内容＞ 
 ・研修会開催回数 ３回【４回】 
 ・人権同和団体等が主催する人権に関する各種研修会に参加しました。 
 ・人権・同和問題に関する各種資料を入手し、各学校へ配付しました。 
＜事業内容＞ 
 ・学校への配布物（定期） ３団体 ４種紙 
 ・各学校の校内研修会等へ講師の派遣・斡旋を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
 ・人権同和団体冊子購入費    ２３７千円 
 ・人権同和教育研修会参加旅費   ５７千円 
 ・その他             １１千円 
(2)  教育に関する調査研究・研修事業（再掲） 

・研修講座を行いました。 

  研修講座    ６講座１７回 【１６回】 

・教育に関する調査研究を行いました。 

  調査研究部会  ３部会３１回 【３６回】 

・学校教材として副読本の発刊を行います。 

  小学校社会科副読本「やまと」 ２，４５０冊 【２，５００冊】 

  中学校社会科副読本「大和」  ２，１５０冊 【２，２００冊】 

・教育資料・史料を収集・整理・保管し、閲覧及び貸し出しを行いました。 

  累積登録冊数        １１，０５１冊 【１０，８９９冊】 

基本目標５ 豊かな人間性と高い専門性をもつ教職員 

点検・評価の対象となる重点施策の一覧 
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  貸出実績               ９冊 

・特色ある教育活動や教育情報について広報しました。 

  まなびやまと        １５１，０００部【７５，５００部】 

  ビジュアル版 大和の教育   ７５，５００部【７５，５００部】 

 ＜決算額の内訳＞ 

  ・副読本印刷製本費   ４，８５９千円 

  ・その他        ４，０４２千円 

(3) 教職員研修実施事業 

・新採用から校長に至までの各職責段階別、教育課題別など、必要に応じた研修会を開催し

ました。 

・学校独自で行う研修会への支援を行うとともに、他機関が主催する研修会への参加費を助

成しました。 

＜決算額の内訳＞ 

 ・教職員研修会参加負担金      ７３４千円 

 ・各種研修会講師謝礼        ２３６千円 

 ・学校別児童生徒指導研修会講師謝礼 ３６５千円 

 ・その他               ３６千円 

(4) 教職員公務災害補償事務 

市立小中学校教職員が公務災害・通勤災害・労働災害に被災した場合に、認定請求等の事務

を適正・迅速に処理しました。 

(5) 教職員互助会支援事業 

市立学校教職員互助会に補助金を交付しました。 

 
 
 
 
・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
職責や教育課題別など、必要に応じた研修会を開催し、教職員が直面する各種の教育

課題に関して必要な専門知識や技能の習得を促進しました。児童生徒理解や人間関係づ

くりに関する研修、教科研修、今日的な教育課題に関する研修等では、受講者の 99%が
アンケートで「役に立った」と回答しています。 
② 未達成の点   

   未達成の点はありません。 
・ 課 題 
   「小学校外国語活動」の導入に向け、平成２０年度から調査研究部会を立ち上げてカ 

リキュラムと指導案づくりに取り組むとともに、教職員の指導力向上をめざした実践的 
な研修のあり方を検討していきます。 
教職員の専門性を高めるだけでなく、豊かな人間性や教養を培うための研修を取り入

れていくことが課題です。 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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４教育課程研究協議会の成果を小中学校へ広めます。 

 

５総括教諭を配置し、教員の人材育成を図ります。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞            ※【】内前年度 
(1) 教職員人事事務 

日常の業務として、情報の収集・伝達・交換を通して、転任・配置換・採用・昇任等の人

事異動を合理的・効率的に実施しました。 

(2) 教職員研修実施事業（再掲） 

・新採用から校長に至までの各職責段階別、教育課題別など、必要に応じた研修会を開催し

ました。 

・学校独自で行う研修会への支援を行うとともに、他機関が主催する研修会への参加費を助

成しました。 

＜決算額の内訳＞ 

 ・教職員研修会参加負担金      ７３４千円 

 ・各種研修会講師謝礼        ２３６千円 

 ・学校別児童生徒指導研修会講師謝礼 ３６５千円 

 ・その他               ３６千円 

 

 
 
 
 
・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
 各学校の校内研究組織（教育研究会等）に各種の教育研究の委託を行った結果、教職

員の指導力向上につながり、教育水準向上の一助となりました。 
 ② 未達成の点   
   未達成の点はありません。 
・ 課 題 

今後も教育課程研究協議会において、今日的な教育課題解決のために部会を設置し、

研究を行っていきます。 
また、教育課程研究協議会では、「授業研究研修会」において、公開授業や研究協議を

行い、いじめ対応に関するリーフレットを発行して、研究内容の周知を行っていますが、

研究成果を各学校や保護者など市内に発信するためのより効果的な方法を工夫していき

ます。 
総括教諭については、グループリーダーとしての役割が十分に機能するよう、必要に

応じて各学校に働きかけていきます。 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  １ 食育を家庭と共に推進します。 

２ 積極的に情報提供を行います。 

３  子どもの体と心についての講座や教育講演会を充実させ、家庭と共に子 

  ども理解を深めます。 

４ 社会教育関係諸団体と協力して保護者の学びの場をつくります。 

 

１食育を家庭と共に推進します。 

  

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 
(1)  北部学校給食共同調理場運営事業 

・給食調理業務等の委託、備品購入、施設管理に伴う光熱水費 等の運営管理を行いました。 

 対象校：緑野小、大野原小、中央林間小、大和中、つきみ野中、鶴間中学校 

  平成１９年度予定食数：４,５５３食 

(2) 中部学校給食共同調理場運営事業 

・給食調理業務等の委託、備品購入、施設管理に伴う光熱水費 等の運営管理を行いました。 

  対象校：柳橋小、大和東小、南林間小、引地台小、光丘中、南林間中学校 

  平成１９年度食数：３,９２２食 

(3) 南部学校給食共同調理場運営事業 

給食調理業務等の委託、備品購入、施設管理に伴う光熱水費 等の運営管理を行いました。 

対象校： ８校  児童生徒数：３，９５６人 

(4) 単独調理校運営事業 

給食調理業務等の運営（６校）・委託（２校）、備品購入、施設管理に 

伴う光熱水費等の管理・推進を図りました。 

対象校：北大和小、林間小、大和小、草柳小、深見小、桜丘小、渋谷小、 

     西鶴間小学校 

対象校：８校 児童生徒数：５，７３２人  

(5) 学校給食管理運営事業 

安全で良質な学校給食を提供するための衛生管理の徹底を行いました。 

・学校給食協働調理場運営協議会の開催 

・職員の細菌検査（７人×２４回） 

・食品細菌検査 （５検体×２回）等 

(6) 受入校運営事業 

給食備品の保守点検委託、給食備品購入を行いました。 

対象校：２０校  児童生徒数：１１，７９２人 

(7) 給食費管理事務 

毎月保護者からの納入のあった給食費を管理し、給食費未納世帯に対しては、訪問・電話・

文書等により督促を行い、また、生活保護受給者の未納に対しては、生活援護課へも協力を

依頼し、未納の解消に努めました。 

 

基本目標６ 愛情と信頼に結ばれた家庭 

点検・評価の対象となる重点施策の一覧 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
 学校における食育の推進を図るため、共同調理場や単独調理校において、食材の選定

をはじめ、食品を厳選し、安全かつ安価なものを使用し、献立作成においては、栄養士

が児童生徒の栄養量を確保し、多種多様な食品を取り入れた献立を作り、安全で栄養の

バランスのとれた給食を提供しました。 
また、「給食展」、「夏休み親子料理教室」、「学校給食講習会」を実施し、保護者や市民

に、学校給食への親しみや理解を得るために給食についての情報提供を行いつつ、食育 
を推進しました。 

 ② 未達成の点   
   給食費未納分の徴収については、未達成でした。 
・ 課 題 

学校及び行政サイドだけでなく、家庭と連携した食育を推進する必要があります。そ

のため、食育をテーマとした講演会や研修会を充実し、学校における食指導についての

指導支援を厚くすることが必要です。また、学校給食における食育の推進を図るために、

食環境の整備として食器および食器具の改善を行います。  
  給食費の未納問題は重要な課題であり、学校との連携を密にし、対策の強化を図りま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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２積極的に情報提供を行います。 

 

３子どもの体と心についての講座や教育講演会を充実させ、家庭と共に子ども理解を深めます。 

 

４社会教育関係諸団体と協力して保護者の学びの場をつくります。 

 
 
○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞           ※【】内前年度 

(1)  教育に関する調査研究・研修事業（再掲） 

・研修講座を行いました。 

  研修講座    ６講座１７回 【１６回】 

・教育に関する調査研究を行いました。 

  調査研究部会  ３部会３１回 【３６回】 

・学校教材として副読本の発刊を行います。 

  小学校社会科副読本「やまと」 ２，４５０冊 【２，５００冊】 

  中学校社会科副読本「大和」  ２，１５０冊 【２，２００冊】 

・教育資料・史料を収集・整理・保管し、閲覧及び貸し出しを行いました。 

  累積登録冊数        １１，０５１冊 【１０，８９９冊】 

  貸出実績               ９冊 

・特色ある教育活動や教育情報について広報しました。 

  まなびやまと        １５１，０００部【７５，５００部】 

  ビジュアル版 大和の教育   ７５，５００部【７５，５００部】 

 ＜決算額の内訳＞ 

  ・副読本印刷製本費   ４，８５９千円 

  ・その他        ４，０４２千円 

(2)  教育ネットワーク運用管理事業（再掲） 

・教育ネットワーク保守を行いました。 
・教育ネットワークの改修を行いました。 
  ＜決算額の内訳＞ 
  ・保守委託料    １８，２０７千円 
  ・ネットワーク改修 １２，１８７千円 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
 教育委員会の広報誌「ビジュアル版 大和の教育」及び「学校教育だより まなびやま
と」を市内全戸に配布し、本市の教育施策や学校における取り組みなどを市民に紹介し

ました。これにより、学校教育への理解を深めるとともに、学校・家庭・地域の連携・

協力を進めることができました。 
 学校ホームページの更新頻度が低い状況にあったため、更新をしやすくするシステム

を導入し、研修等を通して学校へのサポートを行いました。 
児童生徒理解のための研修講座や教育講演会を、教職員だけでなく市民にも公開して

実施しました。子どもたちの心と体についての課題を教職員、保護者、市民で共有する

ことができ、理解が深まりました。講座の講師を PTA主催の研修会等に招いた学校もあ
り、より多くの保護者に研修内容が広がりました。 

 ② 未達成の点   
   未達成の点はありません。 
・ 課 題 
  教育委員会広報誌は、市民にわかりやすい表現で作成することを心がけていきます。 
学校ホームページの更新頻度は上がりましたが、引き続き、学校へのサポートを行っ

ていきます。 
学校と家庭が連携して課題の解決につなげていくことができるように、今後も適切な

テーマや講師の選定に努めていきます。また、日時や会場など、教職員、保護者、市民

が参加しやすい体制を整え、積極的に啓発を行っていきます。 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  １ 大和市の総合計画と連動して子どもを大切にしたまちづくりを進めます。 

      ２ 教育フォーラムを開催し、学校、家庭、地域を交流を図ります。 
 

１大和市の総合計画と連動して子どもを大切にしたまちづくりを進めます。 

 

２教育フォーラムを開催し、学校、家庭、地域の交流を図ります。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞             ※【】内前年度 
(1)  教育委員会褒章事業 

・教育功労者表彰については、１１月３日に表彰式を開催し、表彰状と記念品を贈りました。 

・小中学校の皆出席の児童・生徒に対し、記念品を贈りました。 

・小中学校の卒業生全員に対し、卒業記念品を配布しました。 

＜実績の内容＞  

・功労表彰記念品         ２５名【３８名】 

・小学校皆出席記念品     ６０名【４３名】 

・中学校皆出席記念品     ２１名【２３名】 

・小学校卒業記念品 ２，０６１名【２,０６６名】 

・中学校卒業記念品 １，７６０名【1,７３５名】 

＜決算額の内訳＞ 

・教育委員会表彰記念品等  ５９９,２６５円 

・皆出席記念品       １４４,１１２円 

・卒業記念品        ９０９,５４５円 

・その他           ６６,５９５円 

(2) 大和の教育刊行事業 

・教育委員会各課の主な活動成果や指針を集約して一冊の本にまとめ、庁内及び関係機関に

配布しました。（庁内印刷） 

(3) 大和市立小・中学校創立記念行事支援事業 

・該当校がありません。 

(4)大和市学校教育基本計画進行管理事業 

・進行管理の基本方針に基づき、実施計画の進行状況を把握しました。 

・子どもの教育をめぐる課題をテーマとした教育フォーラムを開催しました。 

  教育フォーラム開催 １回 【１回】 

 ＜決算額の内訳＞  

  ・教育フォーラム講師謝礼・派遣手数料 ９０千円 

  ・その他                 ７千円 

 
 
 

基本目標７ 温かいつながりをはぐくむ地域社会 

点検・評価の対象となる重点施策の一覧 
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・ 達成度 

① 特に重点施策の推進になった点 
 「大和の教育」を毎年刊行し、教育に関する最新の統計、施策等、総合的な情報提供

を行うことにより、地域や市民の大和市の教育の対する理解を深めました。 
１９年度は、情報メディア社会における子どもの健やかな育ちをテーマとして、７月

に教育フォーラムを開催し、教職員、保護者、学校評議員、市民、行政職員等が一堂に

会して本市の子どもたちの教育について考え、意見交換をすることができました。当日

は、１５５人の参加がありました。 
 ② 未達成の点   
  未達成の点はありません。 
・ 課 題 

 大和の「ひとづくり」となるような、卒業記念品や皆出席の記念品の贈呈などの各事

業についての工夫を行います。 
 また、児童生徒が大和市の他の記念行事等に積極的に参加できるように、その機会を

増やしていくことも課題です。 
特に、情報提供については、情報の掲載内容や提供方法など、より分かりやすく、効

果的な方法を検討していきます。 
教育フォーラムは４回目の開催となり、毎回、参加者からのアンケートでは好評を得

ていますが、参加者が一部の教職員や保護者に限定されがちな状況もあります。今後、

より広い層の参加をめざして、内容や形態を工夫していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 


